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今金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

。健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め‘豊かな町にいたしましょう.

0教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月1日



町をPR!! 
こいソーラン祭り参加一

-8会場で披露-

「今金夢追人」楽しく踊り、

一全道よさ

参
議
院
議
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
選
挙
が
7
月
ロ
日
に
決
定
に
な

り
ま
し
た
。

最
近
の
選
挙
は
、
有
権
者
の
政

治
的
無
関
心
や
政
治
不
信
の
明
大

が
指
摘
さ
れ
、
投
票
率
が
年
々
低

下
し
て
い
ま
す
。

平
成
7
年
の
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
や
平
成
8
年
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
で
は
、
投
票
率
が
史
上
最

低
を
記
録
し
ま
し
た
。
知
事
選
挙

な
ど
の
地
方
選
挙
も
投
票
率
は
低

下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

選
挙
は
わ
た
し
た
ち
が
国
政
に

参
加
で
き
る
唯

一
の
手
段
で
す
。

選
挙
区
候
補
者
や
比
例
代
表
区

の
政
党
の
主
張
を
が
良
く
聴
き
H

H

良
く
考
え
d

貴
重
な

一
一
目
前
を
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

I 

• • 

第

7
回
よ
さ
こ
い
ソ

l
ラ
ン
ま

つ
り
本
祭
り
が

6
月
6
・
7
日
の

2
日
間
全
道
外
か
ら
2
8
0
チ
ー

ム、

2
万
9
千
人
が
参
加
し
、
札

幌
市
内
刀
会
場
で
青
空
に
鳴
子
を

響
か
せ
ま
し
た
。

今
年
、
は
じ
め
て
の
2
日
間
の

参
加
に
な
る

「今
金
夢
追
人
」
チ

ー
ム
は
、
今
金
町
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
ま
つ
り
参
加
実
行
委
員
会

(
水
野
進
実
行
委
員
長
)
を
中
心

に
、
本
祭
に
向
け
オ
ラ
ン
ダ
公
園

で
練
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

6
月
4
日
に
は
、
本
祭
出
発
前

に
日
ご
ろ
の
支
援
や
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
、
町
内
で
の
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
、
新
衣
装
と
新
曲
に
合

わ
せ
た
振
り
付
け
が
お
披
露
目
さ

:，.. 

子供たち.未来のために

れ
ま
し
た
。

本
番
当
日
、
総
合
体
育
館
に
早

朝
か
ら
踊
り
子
、
ス
タ
ッ
フ
が
集

合
、
車
内
で
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
な

ど
札
幌
今
金
会
の
ス
タ
ッ
フ
を
含

め
1
0
0
人
が
大
通
り
会
場
な
ど

2
日
間
で

8
会
場
で
青
空
の
下
、

華
麗
な
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
回
の
新
曲
は
、
色
々
な
リ
ズ

ム
が
組
み
込
ま
れ
、
鈴
木
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
鈴
木
邦
明
院
長
が
手
掛

け
も
の
で
、
曲
に
合
わ
せ
踊
り
子

た
ち
は
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
を
自
前

で
作
成
し
た
も
の
で
す
。

投
票
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

最
近
の
各
種
選
挙
に
お
け
る
投

票
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
有
権

者
の
方
々
が
よ
り
投
票
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
た
め
、
投
票
時
間

の
延
長

・
不
在
者
投
票
の
改
善
な

ど
を
内
容
と
す
る
公
職
選
挙
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

-
役
票
一
関
係

投
票
時
間
が
2
時
間
延
長
さ
れ
、

午
後
8
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

-
不
在
者
投
票
関
係

不
在
者
投
票
の
時
間
が
2
時
間

延
長
さ
れ
、
午
後
8
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。

〈〉
不
在
者
投
票
が
認
め
ら
れ
る
事

由
が
緩
和
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
方

• 

企

も
不
在
者
投
票
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

-
ム
自
営
業
の
方
な
ど
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
予
定
が
あ
る
方
。

・
レ
ジ
ャ
ー
や
質
い
物
な
ど
私
用

で
、
投
票
日
に
投
票
区
域
に
い
な

い
方
。

・
引
っ
越
し
な
ど
を
し
て
他
の
市

町
村
に
住
ん
で
い
る
方
。

八〉
不
在
者
投
票
が
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

・
不
在
者
投
票
の
手
続
き
が
簡
単

に
な
り
ま
す
。

(印
鑑
不
要
な
ど
)

・
不
在
者
投
票
所
で
も
、
候
補
者

の
氏
名
や
政
党
名
な
ど
を
掲
示
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、

今
金
町
選
挙
管
理
委
員
会

8
2

o
l
-
-

企札幌今金会と交流会

可'!II沿会場
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2
 

〔
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神
丘
小
学
校

開
校
百
年
の
節
目
を
祝
う

6
月
7
目
、
神
丘
小
学
校
開
校

百
周
年
記
念
協
賛
会
(
細
川
信
一

会
長
)
主
催
の
神
丘
小
学
校
(
中

野
党
次
校
長
児
童
日
人
)
開
校

百
周
年
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
卒
業
生
、
地
域
の

方
を
は
じ
め
、
山
本
桧
山
教
育
局

長
、
町
長
、
議
長
、
教
育
関
係
者

ら
約
1
4
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
辞
と
し
て
中
野
校
長
よ
り

「幻

世
紀
を
目
前
に
し
て
生
き
る
力
を

育
み
、
た
く
ま
し
く
、
豊
か
な
心

を
持
っ
た
神
丘
小
の
子
供
達
の
限

り
な
い
未
来
の
た
め
に
父
母
、
地

域
の
皆
様
と

一
致
協
力
し
て
教
育

を
進
め
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
会
を
代
表
し
て

6
年

生
の
伊
藤
裕
太
君
は

「だ
れ
に
で

も
優
し
く
み
ん
な
と
仲
良
く
ど
こ

に
行
っ
て
も
明
る
く
ふ
る
ま

え
て
、
協
力
し
合
う
よ
い
学

校
に
し
た
い
」
と
力
強
く
述

べ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
に
貢
献
さ
れ

た
歴
代
の
P
T
A
会
長
、
教

育
環
境
整
備
協
力
者
の
方
々

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た。
神
丘
小
学
校
開
校
百
周
年

に
あ
た
り
記
念
し
「
あ
ゆ

み
」
が
発
行
さ
れ
て
い
ま

す。

• 

， 

'. 

北
海
道
管
区
行
政
監
察
局
長
賞
表
彰
を
受
賞

寒

昇

生
亀
き
よ
え
さ
ん

5
月
幻
目
、
函
館
市
で
行
わ
れ

た
行
政
相
談
委
員
会
議
で
、
町
内

在
住
の
生
亀
さ
ん
が
北
海
道
管
区

行
政
監
察
局
長
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

生
亀
さ
ん
は
、
昭
和
白
年
4
月

か
ら
行
政
相
談
員
の
委
嘱
を
受
け

て
以
来
、
巡
回
相
談
や
行
政
相
談

制
度
の
周
知
、
住
民
の
立
場
に
立

っ
た
相
談
な
ど
行
政
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
活
動
し
た
の
が
認
め
ら
れ

こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

夜22i1t1掘る
*9'(，2.ぃ浮均ベ

6
月
刊
目
、
愛
指
令
ラ
ン
ド
の
ク
ジ
ラ
池
下
の

谷
地
に
昨
年
に
続
き
ホ
タ
ル
を
放
す
た
め
、
丸
山

恵
敬
さ
ん
の
飼
育
さ
れ
た

「へ
イ
ケ
ホ
タ
ル
」
が

持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
ホ
タ
ル
は
、
札
幌
今
金
会
事
務
局
長
井
村

次
雄
さ
ん
と
仲
間
2
人
で
札
幌
か
ら
運
ん
で
来
た

も
の
で
、
「愛
指
令
の
会
」
鷲
野
竹
春
会
長
よ
り
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
絞
ま
れ
、
会
長
、
会
員
4
人
と
井
村

さ
ん
ら
で
放
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ホ
タ
ル
の
幼
虫
は
、
四
令
幼
虫
・
終
令
幼

虫
2
5
0
匹
で
7
月
中
旬
か
ら
8
月
上
旬
に
か
け

成
虫
に
な
り
7
月
お

・
お
日
に
開
附
脱
さ
れ
る

M
時

間
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
幻
想
的
な
光
を
放
ち
夜
空

を
飛
び
廻
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

神
百
小
学
較
沿
革

明
治
お
年
、
部
落
有
志
の
努
力

に
よ
り
教
育
場
が
設
置
さ
れ
、
寺

子
屋
式
教
育
が
始
ま
り
、
明
治
初

年
に
は
瀬
棚
村
か
ら
分
村
し
利
別

村
戸
長
役
場
が
設
歯
さ
れ
た
の
を

機
に
明
治
討
年
に
修
業
年
限
3
カ

年
の
第
1
利
別
簡
易
教
育
所
(
出

坪
)
と
し
て
.
当
時
l
年
か
ら
3

年
ま
で
児
童
数
伺
名
(
男
初
人
・

女
川
人
)
で
開
校
し
ま
し
た
。

明
治
初
年
、
通
学
区
域
の
拡
張

に
よ
り
児
童
数
も
多
く
な
り
現
在

地
に
校
舎
移
転
増
築
が
部
落
総
会

に
お
い
て
決
定
さ
れ
、
明
治
川
町
年

第
l
利
別
尋
常
小
学
校
、
昭
和
2

年
に
は
今
縫
留
尋
常
小
学
校
、
昭

和
9
年
神
丘
尋
常
小
学
校
と
改
称

し
ま
し
た
。

昭
和
印
年
4
月
に
高
等
科
が
設

置
さ
れ
、
最
初
の
高
等
科

一
年
生

が
入
学
し
、
今
金
に
通
学
し
て
い

た
高
等
科
2
年
生
が
4
月
に
転
校

し
、
第
1
回
の
卒
業
生
と
な
り
ま

し
た
。昭

和
辺
年
5
月
、
教
育
六

・
三

制
に
よ
り
神
丘
中
学
校
が
開
設
さ

れ
、
当
初
は
運
動
場
を
仕
切
っ
て

仮
教
室
を
つ
く
る
な
ど
多
く
の
苦

労
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
例
年
2
月
、
学
校
火
災
に

よ
り
校
舎

・
運
動
場
を
全
焼
し
、

児
童
、
生
徒
は
楠
祉
会
館
で
授
業

し
卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。

昭
和
似
年

3
月
訂
日
を
も
っ

て
、
中
学
校
は
今
金
中
学
校
に
統

合
さ
れ
、
小
学
校
の
新
校
舎
は

ω

月
初
日
落
成
し
、
平
成
凶
年
6
月

7
日
開
校
百
周
年
記
念
を
迎
え
ま

し
た
。• • 

(4) 

神
丘
小
学
校

校
歌

作

詞

犬

上

博

作

曲

佐

ヤ

木

茂

(
昭
和
臼
年

6
月
8
日
制
定
)

一
、
狩
場
を
仲
Z

鍛
主
た
る

胸
に
刻
み
し

教
え
を
心
の

先
人
の

経
と
し
て

強
く
明
る
〈

励
み
合
う

神
丘
の

神
丘
の

わ
が
学
舎
に

誇
り
あ
れ

二
、
母
な
る
川
よ

J
L

品
川
さ
流
れ
に

利
別
の

映
え

る
陽
を

乙
が
鋭
と

受
け
継
ぎ
て

友
情
固
く

睦
み
合
う

神
丘
の

神
丘
の

わ
が
」
宇
舎
に

誇
り
あ
れ

三
、
希
望
料
く
遊
楽
部

保
主
か
に
そ
び
主
正
つ

一

雄
々
し
き
姿
の
ぞ
み
つ
つ

一

水

速

に

大

さ

く

結

t

ひ
合
う

け
神
丘
の
神
丘
の

わ
が
学
舎
に
誇
り
あ
れ

可

t
e
t
c・‘
.
e
t
e
-
S
e
t
h

ザ
イ
勺
リ
勺
d
h
a
六
a
a
a
a
参
加

お
リ
品
"
ヒ
A

，ζ
ご
い
容
し

t
。

5
月
お
目
、
太
平
洋

・
日
本
海

の
計
画
路
線
」
、
平
成

8
年
に
は

横
断
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
建
設
国
経
花
石
聞
が
「
国
縫
道
路
盤

推
進
協
議
会
(
瀬
棚
・
北
槍
山
・大
備
区
間
」
に
指
定
さ
れ
サ
イ
ク
リ

成

・
長
万
部
・
今
金
の

5
町

・
会

ン

グ

ロ

l
ド
建
設
が
困
難
に
な
っ

長
村
本
町
長
)
の
平
成

ω年
度

総

た

ほ

か

、
補
助
制
度
利
用
に
も
厳

会
が
役
場
会
議
室
で
関
か
れ
ま
し
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
建
設

た
。

を
断
念
し
、
協
議
会
の
解
散
を
決

総
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
サ
イ
ク

め

ま

し

た

。

リ
ン
ゃ
ク
ロ
ー
ド
併
設
に
向
け
各
町
各
町
で
聞
か
れ
た
サ
イ
ク
リ
ン

持
ち
回
り
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
グ
大
会
な
ど
運
蛍
や
参
加
に
ご
協

な
ど
を
開
き
町
民
に

P
R
に
努
め
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
6
年

に

自

を

申

し

上

げ
ま
す
。

動
車
専
用
の
「
地
域
高
規
格
道
路

シートベ凡ト着回しよう

6月 5日、役場前でシートベルト活用の調

査が行われました。 100人を調査した結果21

人が未活用でした。

シー トベル トを着用 し安全運転を。

(5) 



況状
下半期

政
平成9年度

Jli の町

6月14日

財政状況の公表は、町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、どの

ような予算執行状況にあるかを知ってもらい、町政の一層の発展についてご協

力をお願いするため、毎年 2回(6月、 12月)公表しているものです。 、• " 

73億3，174万3千円一般会計予算総額

平成 9 年度
区 分

予算現額 支出済額 支出率

議 A Z 費 88.430 87. 630 99. 1 

総 務 費 1. 070. 867 1.021.076 95.4 

民 生 費 946.208 891.416 94.2 

衛 生 E型 590.222 311.441 52.8 

労 l助 費 10.064 7.479 74.3 

股林水産業費 1.436.119 1. 141. 138 79.5 

商 工 '1'< 169.084 166.461 98.4 

土 木 費 959.457 889.928 92.8 

Y肖 防 '/1( 197.273 197.031 99.9 

教 育 費 656.455 530.495 80.8 

公 償 費 865. 795 865. 766 100.0 

予 備 費 。 。 。
災害復旧費 281. 738 136.508 48.5 

繰越明併費支出 60.031 60.031 100.0 

雪十 7.331. 743 6.306.400 86.0 

(単位千円 ・%)
。歳出内訳

(単位千円 ・%)

平成 9 年度
区 分

予算現額 収入済額 収入率

町 税 579.550 579.444 98.6 

地方領与税 124.369 87.878 70. 7 

利 子 割 交 付金 5.987 5.987 100.0 

地方消費税交付金 16.505 16.505 100.0 

自動車取得税交付金 53.415 53.415 100.0 

地方 交 付税 3.405.997 3.405.997 100.0 

交通安全特別交付金 1. 510 801 53.0 

分担金及び負担金 110.570 101. 526 91. 8 

使用料 ・手数料 103.632 99. 728 96.2 

国 庫 支 出 金 522.922 395.552 75.6 

道 支 出 金 1.023.458 599.673 58.6 

目置 産 収 入 31.126 26. 713 85.8 

寄 イサ 金 3.475 3.475 。。
繰 入 金 128. 369 128.369 100.0 

繰 越 金 5.040 5.041 100.0 

諸 収 入 374. 787 451. 561 129.8 

町 債 773.000 。 。
繰越明許政収入 60.031 60.031 100.0 

百十 7.331.743 6.021.696 82. 1 

。歳入内訳

• • 

， 

花
石
・
今
金
・
豊
田
小
学
校

日出
勤
会
ス
す

ψ
7写
真

今金小学校

組六コミを回収!!
リサイワ/し品毛多都!!

豊田小学校花石小学校

今金小学校リ ドコ隊

青空変通安全文会
ss運動を推進

14 • 
(単位千円 ・%)

会7¥if干算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 支 出率

国保事業会計 801.529 670.392 83.6 801.529 625.713 78. 1 

老人保健会計 973. 766 903.551 92.8 973. 766 895.980 92.2 

簡易水道会計 352.347 324.648 92. 1 352.347 341.840 97.0 

公共下水道会計 29.281 29. 282 100.0 29，281 10.105 34.5 

国保病院会計 1. 053. 730 1. 057. 714 100.4 1. 110. 294 1.098.136 98.9 

-収益的収入及び支出 1. 023. 365 1. 027. 349 100.4 1.023.365 1.011.208 

資本的収入及び支出 30.365 30.365 100.0 86.929 86.928 100.0 I 
老人保健施設会計 289.032 286.332 99. 1 289.032 286. 244 98.9 I 
-収益的収入及び支出 278. 755 276.636 99.2 278. 755 276. 279 99.1 

-資本的収入及び支出 4.956 4.956 100.0 4.956 4.836 97.6 

(訪問看能)

収益的収入及び支出 5.321 4. 740 89. 1 5.321 5.129 96.4 
dロh 富十 3.499.685 3.271.919 93.5 3.556.249 3.258.018 91. 6 

-nhu
 

〔

特別会計歳入・歳出予算の執行状況

6
月
9
日
、
町
内
か
ら
集
ま
っ

た
粗
大

一

ゴ
ミ
の
中
に
は
、
自
転
車
な
ど
使
え
る
物
一

も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
不
法
投
相

る
た
め
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

坂本建設グループと北槍山警察署では 6月17日早

朝、青空交通安全大会を開きました。

ドライバーの皆さんss運動(スピードダウン・シ

ートベルト着用)で安全運転を。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
型
時
計
を

寄
贈
さ
れ
る

た |
リ 旭
ツ 町
プの
型栗
を城
し敏
た雄
H寺さ
音|ん
をか
寄ら
贈
し役
て場
い庁
た舎
だ前
きに
まチ
しユ

Iヲケノ]園I肝年lニ続き
開園

今
金
森
林
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

5

月
初
日
か
ら

「タ
ケ
ノ
コ
園
」
を
開
園

し、

1
0
5
2
人
が
入
闘
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
天
候
不
順
の
た
め
タ
ケ
ノ

コ
の
成
長
が
今
一
つ
で
し
た
。

〕7
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~北槍山町~ ~八雲町~ ~長万 部 町 ~
-自然休養村まつり ~八雲町開町120年記念~ .'98おしゃまん夜み」し行列

-日 日寺 7月26日(日)午前11時~ -ゃくも牧場まつり -開催日 B月10日(月)

-場 所 うどまり自然休養村 -日 時 8月 2日(日) 場 所 本町・元町商庖fsi
(北鎗山町字新成) 午前10時~午後 3時 メインストリート

台前浜でとれた新鮮なウ二、つぶ、ホ -場 所 八雲町手L牛育成牧場 育長万部の真夏の夜を彩るハイライト
タテなどの海産物と、牛肉、生ラム ※会場までは、 JR八雲駅前からのシャ スポットライト ・ちょ うちんなど
のバーベキューをたらふく食べに トルパスをご利用下さい。 で飾り付けをした山車やみこしが、

来ませんか。 口道管音楽隊 ・カラーガード隊グリ 歩行者天国になっているストリ

す歌謡ショーや豪華景品(?)が当た 一ンコンサー卜をはじめ八雲特産 トを練り歩吉、勇壮な姿を観客に

るジャンケン大会もあります。 品が当たる「餅まき大会Jなど、イ 披露します。

お問い合わせ/(北8槍01山町観光協会 ベント盛りだくさん。ぜひ、ご来場 [お問い合わせ】

378-4 -5406) ください。 長万部商工会(HOI377-2 -2270) 

~熊石町~ ~大成町~ ~瀬棚町~
.ひらたない温泉 @第14回 8/3せたな青少年旅行村にログ

「あわひ守の湯」オープン わっためがしてフェスティバル ハウス調ケビンがオープン(予定)

あわびの形をしたジャグジ一風目、 -開催日 7月25日比)
定員 練数 料金(1掛/日)

サウナ、露天風呂、浴室壁面にはあ -場 所 久遠漁港内特設会場
Aタイプ 6 2 8，日00円

Bタイプ 4 4 5，000円
い古わにしえびの海中写真が飾られている。 安郷土芸能披露餅、あわびまき・ゲ 電源・水洗トイレ・ガスコンロキ

の漁家を再現した囲炉裏のある 一ム大会・歌謡ショ ・花火大会な ッチン他完備
広さ50畳の休態室では軽食も楽し ど、催し物が盛り沢山。 駐車スペースは各棟 l台分

める。 ※ 「観光客によい思い出を 」と地元商 管理棟も風呂・シャワー付きで

す営業時間午前 9時~午後9時 工会青年部が企画。特産品の販売な リニューアルオープン f

古入浴料大人450円子供200円 ど、観客のみなさん大変な盛り上が 問合せ 瀬棚町役場商工観光課

りです。 H01378-7 -3311 

コリドール受流ネットワーク構想推進協議会情報コーナー

み

ん

な

豊
田
小
学
校
の
児
童
が
私
一
人

だ
け
に
な
っ
て
か
ら
二
カ
月
半
が

た
ち
ま
し
た
。

3
月
ま
で
は
、

6

年
生
(
今
の
中
学

一
年
生
)
が
二

人
い
た
の
で
、
勉
強
の
事
な
ど
も

話
し
会
え
た
し
、
体
育
の
授
業
も

先
生
を
入
れ
る
と
4
人
だ
っ
た
の

で
、
今
よ
り
は
沢
山
の
ゲ

l
ム
が

で
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
私
一
人

な
の
で
、
体
育
や
理
科
な
ど
の
授

業
が
少
し
大
変
に
な
り
ま
し
た
。

授
業
で
特
に
大
変
な
科
目
は
、

音
楽
と
体
育
で
す
。
音
楽
は
、
歌

を
歌
っ
て
も
戸
が
あ
ま
り
出
な
い

の
で
は
っ
き
り
と
し
た
歌
の
感
じ

が
分
か
ら
な
い
し
、
歌
っ
て
い
る

と
音
が
は
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
に
楽
器
演
奏
を
し
て
い
て
も

他
の
人
と
合
わ
せ
る
事
が
で
き
な

い
の
で
、
い
ろ
ん
な
楽
器
と
合
わ

‘ • 
の
広

場

せ
る
と
ど
の
よ
う
な
曲
に
な
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

体
育
は
、
私
一
人
だ
け
な
の
で

先
生
と
や
っ
て
も
、
で
き
る
ゲ
ー

ム
は
卓
球
と
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
く
ら

い
で
す
が
、
今
年
度
か
ら

一
カ
月

に
二
回
金
原
に
行
っ
て
体
育
を
い

っ
し
ょ
に
や
ら
せ
て
も
ら
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
金
原
に
行
く
の

は
、
初
め
の
こ
ろ
は
少
し
不
安
だ

っ
た
の
で
す
が
、
最
近
だ
ん
だ
ん

楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

訳
は
、
豊
田
小
学
校
で
は
で
き
な

い
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
い

ろ
ん
な
ゲ

l
ム
が
で
き
る
し
、
金

原
小
学
校
の
人
達
と
少
し
つ
つ
仲

良
く
な
っ
て
来
た
か
ら
で
す
。

6
月
比
日
の
日
曜
日
に
、
豊
田

小
学
校
の
運
動
会
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
は
児
童
が
私
だ
け
な
の

で
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
開
会
式
、
閉
会

式
の
あ
い
さ
つ
な
ど
全
部
一
人
で

考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
豊
田
小
学
校
の
児
童
が
沢
山

い
た
時
に
は
あ
ま
り
大
変
だ
と
思

わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
人
で

考
え
る
と
と
て
も
大
変
だ
っ
た
の

で
、
こ
う
い
う
時
に
は
、
学
校
に

• • • • • • • • 
・

総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
内
に

H

在
宅
介

• 
-
護
支
援
セ
ン
タ
ー
μ

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知

・-で
す
か
。
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
年

• 
・
寄
り
の
お
世
話
で
困
っ
て
い
る
方
、
自
宅
で

• 
・
の
生
活
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方
、
退
院

• 
・
が
決
ま
り
自
宅
で
の
生
活
に
不
安
を
お
持
ち

• 
・
の
方
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
す

い
る
相
談
窓
口
で
す
。
専
任
の
保
健
婦

・
介
護

日
福
祉
士
が
お
電
話
や
お
宅
に
訪
問
し
て
、
そ

日
の
方
に
最
適
な
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ζ
提

日
案
や
申
請
の
お
手
伝
い
、
介
護
方
法
の
ア
ド

日
パ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
総
合
福
祉

日
施
設
と
し
べ
つ
一
階
で
は
便
利
な
介
護
用
品
、

日
福
祉
機
器
の
展
示
も
行
っ
て
お
り
、
介
護
用

日
品
の
こ
紹
介
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

(8) 

お

伝
部
富

山
切
h
T
A
制謹
一
段
窃
ぬ
を
@

悩
品
切
ぎ
を
噂
邸
玄
砂
地
凶剛一

ま
た
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
婦
人
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
各
地
域
の
集
会
に
出
向
き
、

介
護
用
品
の
ご
紹
介
、
介
護
方
法

・
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
お
話
(
実
技
も
可
能
)

も
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
よ
り
身
近
な
相
談
役

と
し
て
、
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員
に
相
談

協
力
員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
遠
慮
せ
ず
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

お
年
寄
り
ゃ
介
護
の
こ
と
は
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
ま
ず
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
お

電
話
下
さ
い
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(
総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
内
)

8
2
2
7
8
0
 

在宅介護支援センター相談協力員名簿

}世 匡 氏 名

英利ì~f 篠田 蹴 子

花石 田中義雄

中里 ・相官・上ml川l 中晶弘

樋川宮前 ・駅前 ・中睡川 山本敦子

奥睡川光台 下種川ー 下メソプ日台 小岩間出

上稲酷 下稲酷金又 幅 平二

田代上田代楠田代 ー盟畳南盟畳 谷崎 正

八束更生 主因・1りJ困ー時lj@・宮の下 小限安夫

白石 八束中央栄 木島和雄

金原齢金 水野英 一

盟国春日井 欠日

鈴岡 。トマノケシ 。紳丘全域 幅口忠男

日;;g 小池重徳

*町日の出町商葉町 柴山幸雄

八幡町昭和町・本町 担J描泰子

九位町 間車 尾張哲夫

南町 久保田臣 ー

末広町 川向 E令子

大和町商工団地 市原和 子

南栄町揖町 南川l利美子

寒昇曙町 小田品照枝

も
っ
と
子
供
が
い
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
今
年
の
運
動
会
は

人
数
が
少
な
い
の
で
ほ
と
ん
ど
の

競
技
に
出
場
し
、
仕
事
も
多
か
っ

た
の
で
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
。

今
年
は
児
童
が
私
一
人
と
い
う

事
で
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
大

変
な
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

豊
田
小
学
校
と
私
自
身
の
最
後
の

一
年
間
を
勉
強
や
行
事
な
ど
悔
い

が
残
ら
な
い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す。

• • 廷後のアイドル

砂塩崎 日 奈 ちゃん

【親から】

いつもニコニコ。笑顔が得意です。
外遊びが好きで、どんな所でもはだし

で平気な、元気いっぱいのりんごほっぺ

ちゃん。皆に優しくしてもらって幸せで
す。

寒鼻

しょう

‘青柳 朔ちゃん

(平成7年11月11日生まれ)
緑町 青柳俊樹さん、伊真子さんの2男

【親から1
ウルトラマンダイナとギンガマンが大

好きでお兄ちゃんの友達と一緒になって

遊んでいます。
いつもはさかない干なのに体育館に行

くと「だっこj と甘えてきます。
お願いママにパトミントンさせて f

俳 句
E夏号 固た万Z固た今つ
F木こ植i緑旨蛙Z葬1ば
t立Z後Eややず儀ぎ く
深主の峰Z足f屋やら

ひき水宇にさのや
と音~ ~ì南脅 す手て 庖z

tこか え り J1Iiil'閉と
ろす行ゆっ選手づ

みにか くつは街E
洞:厨i鷺E電Zずの

日神t事言-2話ゎ リ 古ふ
げ 羽わきラり
2 く織Zに

るけ
り

斉阪 佐芳杉村

藤井藤賀本由

み み朝ああ井
き

ちえ 子 えい子

~へ 利別俳句会

〕9
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(重点目標)

図画園回
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
設
で
も
が
、

¥
問
い
合
わ
せ
は
、
ノ

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

f

二ー
ー
三
四
八
八
¥

家
庭
や

学
校
、
地
域
社
会

の
き
ず

な
を
深
め

熱

意
を

も

っ
て、

自

ら

楽
し
く
健
や
か

に
学
び
合
い
ま

し

ょ
う
。

社会教育

だより
第260号

地
域
ぐ
る
み
の
参
加
を

7
月
凶
日
に
町
民
体
育
祭

年
に
一
度
-
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

町
民
の
交
流
を
深
め
る
町
民
体
育

祭
が
、

7
月
ゆ
日
(
日
)
に
今
金
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
今
金
町
体
育
協
会
印

周
年
記
念
事
業
と
今
金
町
百
年
記

念
事
業
協
賛
と
い
う
大
イ
ベ
ン
ト

を
、
大
会
役
員
を
は
じ
め
町
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
好
天
の

も
と
盛
大
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
体
育
祭
は
、
体
育
協
会
と

連
合
自
治
会
町
内
会
の
共
催
事
業

で
今
年
で
円
相
回
目
を
迎
え
ま
す
。

本
町
で
も
、
年
々
高
齢
化
や
少
子

化
が
進
ん
で
お
り
、
参
加
者
が
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
方
々
が

気
軽
に
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
、

ユ
ニ
ー
ク
な
種
目
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
、

5
月
号
の
広
報
で
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
中

近日公開!美利河海牛化石の
ー 7月26日から特別展と

過
日
新
聞
折
り
込

み
チ
ラ
シ
で
も
予
告

し
ま
し
た
が
、

1 
9 

8
4
年
に
発
掘
さ
れ

て
以
来
長
い
間
多
く

の
謎
を
抱
え
た
ま
ま
、

そ
の
解
明
が
待
た
れ

て
い
た
美
利
河
海
牛

が、

7
月
初
日
か
ら

8
月
お
日
ま
で
花
石

地
域
特
産
品
生
産
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
特
別
展
示
に
お
い

て
、
つ
い
に
そ
の
秘

密
の
ベ

l
ル
を
脱
ぐ

里
振
興
会
か
ら
二
つ
の
応
募
が
あ

り
、
新
し
い
極
目
と
し
て
取
り
上

げ
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
体
育
祭
の
開
会
式
で
、

ス
ポ
ー
ツ
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
の
授
与
式
も
行

わ
れ
ま
す
。

さ
あ
町
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
機

会
に
老
若
男
女
、
地
域
ぐ
る
み
で

参
加
し
て
、
町
民
の
輸
を
確
か
め

て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

， 

• • 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
展
示
で
は
、
美
利
河
海
牛
化

石
調
査
研
究
会
・北
海
道
教
育
大

学
岩
見
沢
校
・今
金
町
教
育
委
員

会
の
三
者
に
よ
り
解
明
さ
れ
た
謎

の
数
々
を
①
発
見
か
ら
発
掘
ま
で

②
ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
と
は

?
③

瀬
棚
層
の
貝
化
石
④
渡
島
半
島
の

地
史
と
環
境
の
変
化
⑤
北
海
道
の

大
型
化
石

l
の
五
つ
の
小
テ

l
マ

に
わ
け
た
展
示
で
解
説
し
ま
す
。

こ
の
特
別
展
の
目
玉
は
何
と
言

っ
て
も
現
在
作
製
中
の
世
界
最
大

の
骨
格
像
(
写
真
)
と
、
五
つ
の
テ

ー
マ
に
合
わ
せ
て
各
分
野
の
第
一

人
者
を
招
い
て
毎
週
開
催
す
る
講

演
会

・
体
験
学
習
会
で
す
。
そ
の

内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

テ
ー
マ

1

化
石
の
重
要
性
を

認
識
し
発
銅
団
を
組
織
し
た
の
ち

美
利
河
海
牛
化
石
調
査
研
究
会
を

指
導
し
た
槍
山
北
高
校
の
日
下
哉

教
諭
か
ら
化
石
の
発
見
の
経
緯
と

研
究
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

(
7
/
お
)

テ
ー
マ

2

日
本
の
海
牛
化
石

研
究
の
第

一
人
者
で
現
在
は
札
幌

市
の
陣
物
館
建
設
準
備
に
奔
走
中

の
吉
沢
仁
札
幌
市
博
物
館
学
芸
主

査
か
ら
美
利
河
海
牛
の
動
物
と
し

て
の
特
徴
と
世
界
の
海
牛
化
石
と

る遅~;g，ぎ壱J鍾咽

馬
具

屋

〈文化財綴訪25)

写
真
は
金
原
地

区

・
水
野
十
二
郎
さ

ん
か
ら
寄
贈
の
あ
っ

た
馬
具
・
つ
り
皮

一

式
で
す
。
昭
和
初
年

代
に
購
入
し
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。

こ
の
つ
り
皮
に

「石
川
馬
具
庖
」
と
い
う
プ
レ
ー

ト
が
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
現
在
の
石
川
ス
ポ
ー
ツ
庖
の

前
身
で
、
昭
和
9
年
創
業
し
、
昭

和
幻
年
頃
に
唐
名
を
変
更
し
た
そ

う
で
す
。
太
平
洋
戦
争
を
は
さ
ん

だ
前
後
が
も
っ

と
も
繁
盛
し
た

そ
う
で
、
戦
後

は
町
内
に

3
軒

の
馬
具
底
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、

ト
ラ

械
化
が
進
み
、
昭
和
幻
年
頃
に
は

い
ず
れ
も
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

馬
具
は
鞍
を
中
心
に
そ
の
華
美

さ
を
競
っ
た
そ
う
で
す
。
今
の
若

者
が
愛
車
を
飾
る
よ
う
に
。

〕O
 

1
 

〔

ク
タ
ー
や
耕
う

ん
機
な
ど
の
機

司

6
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
R
8
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
N

や
お
母
さ
ん
の
浩
子
さ
ん
は
最
初
や
す
い
よ
う
に
と
草
刈
り
を
し
て

N

…

わ

た

し

の

生

涯

学

習

渋
々
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
い
ざ
菌
へ
の
道
を
作
っ
た
り
、
美
芳

…

…

学
習
セ
ン
タ
ー
の
体
験
段
園
で
作
業
が
始
ま
る
と
、
家
か
ら
通
い
さ
ん
自
ら
野
菜
の
カ
ラ
フ
ル
な
看

…

…
野
菜
づ
く
り
に
燃
え
て
い
る
南
谷

1

1
叫
寸
師
国
圃
・

圃

圃

板

を

手

作

り

し

て

農

園
に
プ
レ
ゼ

…

…
美
芳
さ
ん
(
大
和
町
)
フ
ァ
ミ
リ

-L
J刊
糊

櫨

圃

園

圃

ン

卜

し

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

山

山

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『『

プ

幽

必

四

国

司

J
M

す
ば
ら
し
い
出
来
上
が
り
の
看

吋

で

」
と
し
初
め
て
参
加
し
た
き
つ

S7
4聞
説

E・

板

に

見

守

ら

れ

て

た

わ

わ

に

実

…

明
か
け
は
、

2
女
の
祐
子
ち
ゃ
ん
の

市
3

・E臨沼田
司
凶
司
一
叩
'

っ
た
出
来
秋
が
今
か
ら
楽
し
み
で

仙

一
強
い
希
望
が
あ

っ
た
か
ら
と
か
。

一
市
同
調
品
酌
官
剣
匡
'
掃
す
。
「
重
い
腰
を
上
げ
て
み
て
、
は

…

一

祐
子
ち
ゃ
ん
は
、
以
前
か
ら
お

周
『
同
川
凶
困
・

a'割

経

じ

め

て

楽

し

さ

が

わ

か

り

ま

し

…

…
花
や
野
菜
づ
く
り
に
興
味
が
あ
っ

陣

汽
凶

・

・

・

閑

語

明

報

舗

た

」

と

は

、

家

族

の

一
致
し
た
恩

…

…
た
そ
う
で

「
た
く
さ
ん
の
お
友
達

開

通

置

岨

間

選

い

だ

そ

う

で

す

手

取

り

や

水

や

…

了

一

緒

に

、

青

空

の

下

で

野

菜

づ

岡

弘

動

向

凶

闘

欝

臨

量

り

に

精

を

出

す

毎

日

。

『

何

事

も

…

一
く
り
に
挑
戦
し
た
い
」
と
家
族
を
歯
周
♂
刷
凶
い
闘
臨
醗
園
園
田
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
の
お
手
本
だ
と
は

…

…
誘
つ
て
の
参
加
で
す
。
美
芳
さ
ん
圏

F
M
M贈
薗

園

田

園

田

思

い

ま

せ

ん

か

。

…

P
U
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
N
 

の
比
較
な
ど
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
す
。

(
8
/
同
)

テ
l
マ
3

北
方
系
貝
化
石
の

権
威
で
あ
る
北
海
道
教
育
大
学
岩

見
沢
校
の
鈴
木
明
彦
助
教
綬
に、

貝
化
石
か
ら
わ
か
る
美
利
河
海
牛

生
息
当
時
の
海
の
様
子
を
員
化
石

の
体
験
発
掘
を
ま
じ
え
て
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
す
。

(
8
/
9
)

テ
ー
マ

4

最
新
の
研
究
に
基

づ
い
た
渡
島
半
島
の
環
頃
変
化
の

歴
史
を
今
金
町
教
委
の
能
候
歩
学

芸
員
が
紹
介
し
ま
す
。

(
8
/
2
)

テ
l
マ
5

北
海
道
の
他
の
大

型
化
石
の
産
出
状
況
と
そ
の
研
究

国
際
・
圏
内
交
流
事
業
の

派
遣
者
決
ま
る

今
年
度
の
国
際
圏
内
交
流
事
業

こ
の
ほ
ど
次
の
と
お

に
つ
い
て
、

り
派
遣
者
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
中
学
生
派

遣
事
業

(8
月
1
日

i
什
目
)

阿
知
波
唯
、
石
田
幸
江
、
岩
佐

絞
香
、
小
野
塚
舞
、
河
村
雅
和
、
小

池
志
穂
、
佐
藤
慎
二
、
田
中
俊
行
、

奈
良
美
郷
、

花
井
品
世

。
日
中
青
少
年
交
流
協
会
中
国
派

遣
事
業

(7
月
引
日

1
8
月
刊

• • 
成
果
か
ら
み
え
る
北
海
道
の
地
史

を
北
海
道
開
拓
記
念
館
の
赤
松
守

雄
主
任
学
芸
員
か
ら
お
話
い
た
だ

き
ま
す
。

(
8
/
お
)

ひ
と
つ
の
化
石
に
関
し
て
、
こ

の
よ
う
に
各
方
面
の
第
一
線
で
活

躍
中
の
多
彩
な
研
究
者
を
招
い
て

の
講
演
会
は
過
去
に
も
ほ
と
ん
ど

例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
だ

け
で
も
、
い
か
に
美
利
河
海
牛
が

貴
重
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
を

示
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
皆
様

方
も
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ぜ
ひ
展
示
会
場

へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

日
)

加
藤
祐
輝
、
千
葉
剛
、
河
村
芳

恵
、
斉
藤
有
香

。
熊
本
県
山
鹿
鹿
本
小
中
学
生
派

造
事
業

(
8
丹
市
日

1
M
日
)

(
小
学
生
)
蔭
田
昌
宏
、
五
十
嵐

吏
季
、
河
村
雅
仁
、

中
野
愛
、
原

口
こ
ず
え
、
谷
崎
千
夏
、
村
上
杏

理
、
井
口
香
、
坂
本
彩
香
、
鈴
木

愛
未(

中
学
生
)
河
村
恵
理
、
坂
本
良

平
、
伊
藤
直
也
、
岸
本
将
巳
、
佐

藤
記
一
、
佐
々
木
弥
生
、
末
広
収

貴
、
戸
田
鈴
紀
、
山
崎
亜
希
、
木

島
未
来

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

内

q
R
V

u
i
ロ
日
集
ま
れ
チ
ビ

ッ
子
太

陽
塾
総
合
公
園
ほ
か

d

l

a
 

u日
目
町
長
杯
野
球
大
会

8
・
に

∞
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

話

同
日
出

よ

っ

て

こ
い
祭
り
(
日
・

阿

∞
)
町
民
駅
伝
大
会
(
凶
・

明

ω)
デ

・
モ
!
レ
ン

留

お
日
制
ホ
ン
ブ
ル
グ
五
重
奏
団

r

演

奏

会

内

・

ω
町
民

晴

セ
ン
タ
ー

判

お
i
m
日
近
隣
町
村
野
球
大
会

時

8
-
∞

健

民

グ

の

お
日
叩

ピ

リ
カ
夏
ま
つ
り

ゅ
・
喧

∞
ピ
リ
カ
ダ
ム
周
辺

υ

初
日
間

美

利
河
海
牛
復
元
像
特

・.

別
展
オ
ー
プ
ン
式
日

・

e

∞
花
石
地
域
特
産
品
生

番

産
セ
ン
タ

o

m日
間

親

子

ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク

5

-
ル

ω
・

ω
ク
ア
プ

5

ラ
ザ
ピ
リ
カ

叩
叫

1
剖
日
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン

2

グ

ス

ク

ー

ル

日

・
初

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

内

S
R
V

電請は.

石
器
づ
く
り
セ
ミ
ナ

日
・
∞
美
利
河
小

北
海
道
中
学
校
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
総
合
体

育
館

7
1
9
日
ド
リ
ー
ム
パ
ス
ツ
ア

ー
(
小
掛
川
市
方
面
)

1
1
2
日

4
1
6
日

などの梱し
(11 ) 



'11 ~~o訪日告白診

年
金
相
談
日
の

お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

記

l

と

き

7
月
初
日
(
木
)

午
前
日
時
1
午
後
3
時
ま
で

2

と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

3

相
談
員

函
館
社
会
保
険
事
務
所
職
員

《
町

民

談

》

自

f章7

官

募

集

の

防
衛
庁
で
は
、
陸

・
海

・
空
自

衛
官
の
各
種
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

記

-
受
付
期
間

平
成

ω年
8
月
3
日
1
9
月
日
日

@
首
候
補
士

・
曹
候
補
学
生
募
集

。
試

験

日

9
月
印
日

。
応
募
資
格

曹
候
補
学
生
(
凶

1
M
歳
未
満
)

・曹
候
補
士
(
凶

1
幻
歳
未
満
)

。
第
2
次
試
験
別
示
し
ま
す

・2
等
陸

・
海

・
空
士
募
集

。
試
験
日

男
子

健診を受 けて明るい健康づくり

7月みんなの健康 ヨ
ヨ
6
・
8
・
7
ヨ

1

J
I

l

-
2

f

 

-
女
子

9
月刊
ω
目

。
応
募
資
格

・
2
等
陸

・
海

・
空
士

(凶
1
幻
歳
未
満
)

※
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
函
館
地
方
連
絡
部

今
金
募
集
事
務
所

8
2
1
0
2
5
8
 

道
路
が
狭
く
な
る
の
で

危
険
で
す
。

今
年
も
本
格
的
な
野
球
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
後
志
利
別
川
河
川
緑

地
運
動
公
園
を
利
用
さ
れ
る
皆
様

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

築
堤
上
に
車
両
を
駐
車
さ
れ
ま

す
と
、
河
川
管
理
文
は
交
通
安
全

上
支
障
を
来
し
ま
す
の
で
、
野
球

場
西
側
文
は
東
側
に
あ
る
駐
車
場

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
多
く
の
町
民
が
利
用
す

る
公
園
な
の
で
、
ゴ
ミ
を
持
ち
帰

る
な
ど
マ
ナ
ー
を
ま
も
っ
て
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

(
函
館
開
発
建
設
部
今
金
河
川
事
業
所
)

(教
育
委
員
会
)

交
通
遺
児
の
方
へ

育
成
資
金
貸
し
付
け

。
対
象
者
自
動
車
事
故
で
働
き

手
が
亡
く
な
っ
た
り
、
重
度
の
後

d 

• 
遺
障
害
が
残
っ
た
り
し
て
、
生
活

に
お
困
り
の
こ
家
族
の

0
歳
か
ら

中
学
卒
業
ま
で
の
遺
児
な
ど
。

。
貸
付
額

一

時

金

時
万
4
千
円

・
入
学
支
度
金

4
万
4
千
円

・
月

額

1
万
9
千
円

。
利

子

無
利
子

。
償
還
方
法

中
学
校
卒
業
後
l

年
を
経
過
し
た
の
ち
初
年
以
内

(
進
学
の
場
合
は
卒
業
ま
で
猶
予
)

※
相
談

・
申
し
込
み

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

函
館
支
所

函
館
市
五
稜
郭
町
I

U

8
0
1
3
8
1
日
1
1
7
3
1

5
月
刊
品
目
、
国
保
病
院
、
老
健

施
設
で
楢
山
北
高
校
生
叩
人
が
看

護
や
介
護
に
別
れ
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

信
山
北
盲
同
笠
『

項 目 対 象 者 実 施日 時 !日1 対象地区 実施会場 備 考

一般住民関係

一般相談 全住民 7月13日(月) 10 : 00-11 : 45 全地区 保健センター 健康相談(血圧倒定・尿検査)

一般相談 全住民 27日(月) 10:00-11:45 n 
" " 

無医地区巡回診療(蝿人科)全住民 14日 (火) 畳付2時0間 " H 八雲韓古車躍産蝿人再医師露軍{有料)14: 20-14: 50 

無医地区巡回診療(阻科)全住民 23日 (木) 受付2時0間 " H 八雲韓合病院阻科医師静思(有料)14: 20-14: 50 

住民検診 全住民 21-25日 告(時地間t区目E巡[そご回聖ください)
H M 検診料金 200円

乳幼児関係

乳児相談 生後3、6、9カ月児 16日(木) 畳9付0時0間~19 15 全地区 保健センター 身体計欄曲鹿相酷車整相臨

乳児健診 生後4、7、10、12力月児 16日(木) 受12付時開1 " H 語身体計業醐韮相医草師障瞳車臨担歯額科相
40-13: 00 

股関節脱臼検診 生後4カ月児 7日 (火) 受13付0時0間 " 八(旧重今保金瞳保所睡今所金)支所 股関節X線栂影-14: 00 

すくすく子育てダイヤル 就る学保前髄者までの幼児のい 8日(水) 9:00-12:00 " 2 -2780 電話による心配郁相敵

妊産婦関係

無(産医婦地人区科巡)回診療 妊婦描人科量詰希望の方 14日 (火) 受13付3時0間-14:00 全地区 保健センター 八雲邑古病院産陣人科医師直撃(有軒)

お知らせ

. 胃 ・大腸・ 子宮がん検 7月6・7日

-平成10年度より健康手帳が新しくなりま す 。 ご 希 望 の 方 は 保 健 婦 ま で ど う ぞ 。

(保他福祉税健康づく り 国保係)

• 

日目

(12) 

河村 信 子

中村恭子

今金町赤 卜字奉仕団

螺良建設備)

川崎 俊治

種川老人クラブ

加藤 三 明

匿 名

《埼玉県》

光の村養護学校

《函館市》

竹次 千

《上ノ国町》

大 谷松

《今金町》

77ミリーショップナイトウ

渡辺 修

施設交涜釣 り クラブ

白山商 I苫

大倉行雄

平賀秀雄

クールズ

今 金 盆 栽 会

10. 5 .10 

(敬称略)

社会福祉協議会だより
来光の皇学問、挫持聞、社会福祉協議会への多額のご寄付、

ご厚意あ りがとうございました。

子恵

4 

(日)

午前10時~午後4時まで

・場所美利 河ダム下特設会場

女 ダ ム ・発 電所見学会、手作り体験コーナ

ーはじめ、終 日無料開放のゴーカー卜 ・

ス キ ッ ドレーシングカ ー ・パークゴル

ピリカ亘まつり

7月26日

.砂

時-日• • 

フ ・ボー ト。 疲れをい や す ク ア プ ラ ザ ピ

リカの温泉 ・混水プールは、大人200円、

子ども100円 となっているほか、ポケ ッ ト

モンスターショーなどイベント盛り沢山 。

すお問い合わせ

役場商工観光課 (s01378-2 -0111) 

健
康
相
談
を
上
手
巴
活
用

し
ま
し
ょ
う

健
康
相
談
で
は
、
心
身
の
健
康

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
で
健
康
管
理
に
活
か

せ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

検
診
で
経
過
観
察
が
必
要
だ
っ

た
り
、
健
康
診
断
の
結
果
や
検
査

値
に
つ
い
て
結
果
説
明
を
受
け
た

い
方
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
糖

が
高
め
で
食
事
に
気
を
つ
け
た
い

方
、
肥
満
で
減
量
し
た
い
方
、
そ

の
他
、
病
気
や
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
知
り
た
い
方
に
来
所
い
た
だ

き
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ご
相
談
の
際
に
は
、
健
康
手
帳

を
刊
歳
以
上
の
方
に
交
付
し
て
お

り
ま
す
の
で
持
参
く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
は
検
診
等
で
経
過
観

察
や
精
密
検
査
が
必
要
と
判
定
さ

れ
た
方
等
と

一
緒
に
、
ご
自
分
の

生
活
の
仕
方
を
見
つ
め
直
し
、
い

い
と
こ
ろ
は
そ
の
ま
ま
続
け
、
改

善
で
き
る
所
を

一
緒
に
考
え
て
み

る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

の
生
活
の
積
み
重
ね
で
現
在
の
健

康
状
態
が
つ
く
ら
れ
て
来
た
の
で

す
か
ら
、
年
l
回
経
年
的
に
検
診

を
受
け
て
き
た
方
は
3
1
5
年
単

位
で
検
査
値
が
変
化
が
な
い
か
、

見
比
べ
て
見
る
習
慣
が
つ
い
て
い

る
と
体
の
変
化
が
も
っ
と
よ
く
分

か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
多
く
の

検
査
を
し
て
い
て
よ
く
分
か
ら
な

い
時
は
健
康
相
談
を
活
用
し
て
説

明
を
受
け
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し

ょやっ
。

町
で
は
健
康
診
査
(
健
康
状
態

を
知
る
)
・
健
康
相
談
(
健
康
づ
く

り

・
食
生
活
よ
ろ
ず
相
談
)
健
康

づ
く
り
講
演
会
(
健
康
に
つ
い

て
、
病
気
と
う
ま
く
つ
き
あ
う
方

法
、
病
気
を
防
ぐ
方
法
を
知
っ
て

生
活
に
生
か
そ
う
)
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
上
手

に
活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

(保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)
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住民の動態 。g。令v

5月末現在

前月対比

7，223人 (66) 

3，484人(ム 5) 

3， 739人 (61)

2， 668世帯( 5 ) 

。sc令。sc

口

数男

女

帯

人

世

休日当番医
道南ロイヤル病院(北橋山)1'3l4-5011 

楢 崎 医 院(瀬棚)1'3l7-3021 

今金町立国保病院(今金)1'3l2-0221 

道南ロイヤル病院(北槍山)1'3l4-5011 

北槍山町立国保病院(北槍山)1'3l4-5321 

富 田医院(今金)l'3l 2 -0324 

(8月については予定です)

7月 5日

12日

19日

20日

26日

8月2日

幸)商工団地久者

者

護
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充
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図

久

垣

※休日当番の診療時間

午前10時より 12時まで

午後 l時より 3時まで

t 

猛)南栄IU]

固いつまでもおしあわせに

九 荒川 里美さん(瀬棚町)

八 束更 正

τ釘

町)=渡部

71歳

88歳

画面おくやみもうしあげます

阿部トシエ九 5月22日

隆祐さん(南

働中央競馬馬主社会福祉財団

から助成を受けています。
田I美5月22日平賀サカリ さん

町栄南80歳5月25日ん

ん

芳

子

房

好

蝦名

犬塚 神丘高台

商 工団 地

南

王主

国T

町美

王立
5ζ 

日月 15日受付分まで

47歳

87歳

89歳

l歳

町

豊

栄

6月2日

6月7日

6月9日

6月9日

南

南

ヒサさん

定吉さん

達也t，'1/..

88歳

88歳

住吉

村

藤

屋

木

兵

苅
6月13日

6月14日

武夫さん

福田ミサヲさん

社
会
福
祉
法
人
登
寿
闘
で
は
、

平
成
9
年
度
の
財
団
法
人
中
央
競

馬
馬
主
会
福
祉
財
団
の
助
成
を
受

け
、
合
併
浄
化
槽
の
改
修
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
浄
化
槽
の
改
修
事
業
は
、

設
置
後
幻
年
を
経
過
し
た
浄
化
槽

が
老
朽
化
な
ど
の
進
行
に
よ
り
早

急
に
整
備
が
必
要
と
な

っ
た
た
め

助
成
申
請
し
決
定
を
受
け
た
も
の

で
す
。例

中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財

団
は
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
経

営
す
る
社
会
福
祉
施
設
等
に
対
し

助
成
し
て
い
る
も
の
で
、
社
会
福

宿泊を f隠i奇尭を使--:>L、⑮ 

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

ハ-L

「クアプラザピり力」 では、町民の皆様がご宿泊され

る場合 (IUT外同伴宿泊者含む)は、 l日l泊につき、

1， 500円の優待割引券を利用して、 1泊料金(夕・朝

食付)

大人5，450円から
小人4，300円から

の格安料金でご宿泊できます。

女優待割引券を利用する方は、

クアプラザピリカ(事前に連絡が必要)

役場町民課窓口で交付しています。

.グループ、お仲間内でのご宴会に 1

ご相談に応じ承ります。

。お問い合わせ・ご予約

クアプラザピリカ 1'3l3ー 7111

祉
事
業
の
発
展
や
充
実
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

浄
化
槽
改
修
事
業
で
は
、

8
百四山

万
円
が
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

加
②
0
1
1
1
番

1998年

第4回24時間キャンプLIVE 140' 
「地球の回る音ガきき定い !J

*とき 7月25・26日

PM 1 : 40~PM 1 : 40 

交ところ 愛指令ランド(神丘)

*キャンプライブ申し込みお問い合わせ

鷲野1'3l2-1455 

阿知波1'3l2-0147 FAX 2 -2575 

ノ}-'tIlIJホームペー〆

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

(14) 
http://www.hakod<.te目0:.jp/imakare/ 


